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(百万円未満切捨て)

１．2018年12月期第１四半期の連結業績（2018年１月１日～2018年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2018年12月期第１四半期 12,639 △14.1 1,431 △18.3 1,267 △19.7 837 △20.3

2017年12月期第１四半期 14,718 22.6 1,752 19.8 1,578 21.5 1,051 29.8
(注) 包括利益 2018年12月期第１四半期 837百万円( △20.3％) 2017年12月期第１四半期 1,051百万円( 29.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2018年12月期第１四半期 34.39 34.30

2017年12月期第１四半期 43.16 43.08
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2018年12月期第１四半期 66,407 19,566 29.3

2017年12月期 59,212 19,340 32.5
(参考) 自己資本 2018年12月期第１四半期 19,458百万円 2017年12月期 19,230百万円
　

　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2017年12月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2018年12月期 －

2018年12月期(予想) 0.00 － 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2018年12月期の連結業績予想（2018年１月１日～2018年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,284 20.0 7,959 11.8 7,222 11.5 4,639 8.5 190.45
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2018年04月27日 17時49分 1ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2018年12月期１Ｑ 24,355,000株 2017年12月期 24,355,000株

② 期末自己株式数 2018年12月期１Ｑ 59株 2017年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2018年12月期１Ｑ 24,354,977株 2017年12月期１Ｑ 24,355,000株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。

　

（日付の表示変更について）

当第１四半期連結会計期間より、日付の表示を和暦から西暦に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2018年１月１日～2018年３月31日）におきましては、当社グループの属する不動産

業界は、国土交通省が発表した2018年１月１日時点の公示地価は、全国平均では住宅地の平均変動率が昨年の横ば

いから10年ぶりに上昇に転じ、商業地は３年連続の上昇となり、それぞれ上昇基調を強めております。東京圏の平

均変動率は、住宅地及び商業地ともに５年連続の上昇となり、低金利環境の継続による需要の下支え効果もあり、

市況の好調さが示されております。一方で、不動産価格の上昇、高止まり感から不動産取得に対する慎重姿勢が強

まり、また、金融機関の融資基準の厳格化や金利の先行きには敏感にならざるを得ない状況が続いております。

このような市場環境の中、当連結会計年度を初年度とする３カ年の中期経営計画に基づき、主力事業である不動

産売買事業における首都圏ドミナント戦略の推進を継続し、成長ドライバーである投資用不動産の仕入活動を強化

したほか、リースバック事業をスタートさせる等、新たな収益基盤の構築に向けた取り組みを積極的に推進してま

いりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は126億39百万円（前年同期比14.1％減）、営業利益は14

億31百万円（同18.3％減）、経常利益は12億67百万円（同19.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８億

37百万円（同20.3％減）となりました。

（注）「投資用不動産」は、一棟賃貸マンション・一棟オフィスビル等の賃貸収益が発生する物件を購入者が主

に投資用として利用する不動産として区分し、「居住用不動産」は、区分所有マンションを中心に購入者が居住用

として利用する不動産として区分しております。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（不動産売買事業）

不動産売買事業におきましては、通期業績予想の達成に向けて、在庫（販売用不動産）の拡充を最優先に事業

を推進するとともに、物件毎の利益管理を徹底してまいりました。

その結果、投資用不動産の販売件数は100件（前年同期比２件増）、平均販売単価は103.4百万円（同15.5％

減）、売上高は103億41百万円（同13.8％減）となりました。引き続き、前連結会計年度より販売単価の低い投資

用の区分物件販売が順調に増加しており、平均販売単価は前期比減少しておりますが、３億円超の販売は８件

（同２件減、10億円超は１件）と堅調に推移した結果、区分物件を除く一棟物件の平均販売単価は288.7百万円

（同30.4％増）となり、物件の大型化は順調に進んでおります。

また、区分所有マンション等の居住用不動産販売は、参入障壁が低く、競合増加に伴う仕入価格の上昇が継続

する中、生活利便性の高いエリアにおける厳選した仕入活動を推進した結果、販売件数は66件（前年同期比17件

減）、平均販売単価は24.8百万円（同0.6％増）、売上高は16億41百万円（同20.0％減）となりました。

以上の結果、売上高は120億７百万円（前年同期比14.6％減）、セグメント利益（営業利益）は16億48百万円

（同10.7％減）となりました。

（賃貸その他事業）

賃貸その他事業におきましては、不動産賃貸収入が６億15百万円（前年同期比5.1％減）となりましたが、不動

産売買事業における投資用不動産の仕入活動が順調に進捗し、収益源となる投資用不動産の在庫は着実に増加し

ております。

以上の結果、売上高は６億32百万円（前年同期比3.3％減）、セグメント利益（営業利益）は２億15百万円（同

19.4％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、資産が664億７百万円（前期比12.2％増）、負債が468億41百

万円（同17.5％増）、純資産は195億66百万円（同1.2％増）となりました。

資産の主な増加要因は、販売用不動産が90億89百万円増加した一方、現金及び預金が23億45百万円減少したこと

によるものであります。

負債の主な増加要因は、長期借入金（１年内返済予定を含む）が91億60百万円増加した一方、短期借入金が15億

60百万円及び未払法人税等が９億59百万円減少したことによるものであります。

純資産の主な増加要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が８億37百万円増加した

一方、配当の支払により利益剰余金が６億８百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2018年12月期の通期連結業績予想につきましては、2018年２月13日に公表しました連結業績予想から変更はござ

いません。

なお、本資料に記載されている業績予想に関する記述は、本資料の発表日現在における将来に関する前提・見通

し・計画に基づく予想であり、リスクや不確定要素を含んでおります。実際の業績は、当社グループの事業を取り

巻く経済環境、市場動向等様々な要因により、記述されている業績予想とは大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,268 10,923

売掛金 15 14

販売用不動産 41,500 50,589

仕掛販売用不動産 114 139

繰延税金資産 394 365

その他 1,057 1,469

貸倒引当金 △10 △8

流動資産合計 56,339 63,493

固定資産

有形固定資産

建物 1,264 1,267

減価償却累計額 △278 △291

建物（純額） 986 975

土地 1,326 1,326

その他 136 148

減価償却累計額 △70 △73

その他（純額） 66 74

有形固定資産合計 2,379 2,376

無形固定資産 124 121

投資その他の資産

繰延税金資産 177 168

その他 156 203

投資その他の資産合計 334 372

固定資産合計 2,837 2,871

繰延資産 35 42

資産合計 59,212 66,407
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 523 676

短期借入金 4,928 3,368

1年内償還予定の社債 530 654

1年内返済予定の長期借入金 4,853 4,228

未払法人税等 1,379 420

賞与引当金 72 62

工事保証引当金 58 59

その他 978 656

流動負債合計 13,325 10,125

固定負債

社債 1,760 1,941

長期借入金 23,969 33,755

退職給付に係る負債 81 83

その他 736 935

固定負債合計 26,547 36,715

負債合計 39,872 46,841

純資産の部

株主資本

資本金 2,549 2,549

資本剰余金 2,472 2,472

利益剰余金 14,208 14,436

自己株式 － △0

株主資本合計 19,230 19,458

新株予約権 110 107

純資産合計 19,340 19,566

負債純資産合計 59,212 66,407
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

売上高 14,718 12,639

売上原価 11,927 10,172

売上総利益 2,791 2,467

販売費及び一般管理費 1,038 1,035

営業利益 1,752 1,431

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

受取手数料 2 2

違約金収入 2 2

その他 3 1

営業外収益合計 8 7

営業外費用

支払利息 171 148

支払手数料 9 17

その他 1 4

営業外費用合計 182 171

経常利益 1,578 1,267

特別利益

固定資産売却益 21 0

新株予約権戻入益 － 2

特別利益合計 21 2

特別損失

固定資産売却損 0 －

特別損失合計 0 －

税金等調整前四半期純利益 1,599 1,270

法人税、住民税及び事業税 541 395

法人税等調整額 7 38

法人税等合計 548 433

四半期純利益 1,051 837

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,051 837
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

四半期純利益 1,051 837

四半期包括利益 1,051 837

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,051 837
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 14,064 654 14,718 ― 14,718

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1 1 △1 ―

計 14,064 656 14,720 △1 14,718

セグメント利益 1,846 267 2,114 △361 1,752

(注)１. セグメント利益の調整額△361百万円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用で

あります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,007 632 12,639 － 12,639

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 0 0 △0 －

計 12,007 633 12,640 △0 12,639

セグメント利益 1,648 215 1,864 △432 1,431

(注)１. セグメント利益の調整額△432百万円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用で

あります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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